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フューチャーグループ 
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SuperCityの可能性 

デジタル化の障壁  

• 自分自身 

• 規制 

• 慣行、慣例 

• 既得権益 

• 減点方式 

現在 

未来 
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SuperCityの可能性 

現在 

未来 

SuperCity  
の取組 
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デンマーク 

人口 約550万人 
（兵庫県、北海道くらいの広さ） 

面積 国土4.3万平方キロメートル 
（九州くらいの広さ） 

GDP 3249億ドル 
（日本の6.7％） 

1人当たりのGDP 56,630ドル 
（日本の1.47倍） 

2001年 
デジタルコラボレーション 

•デジタル署名の発明 

•行政はデジタルコミュニケーションの

チャネルを採用 

2004年 
政府内のデジタル化＆ 
決済効率化 

•社会保障については国、自治体、省

庁横断のポータルサービス 

•起業情報のポータルサイト 

2007年 
共有インフラ＆ 
一元的アクセス 

•個人認証ができるEasy IDの導入 

•行政からの連絡をメールで受取可能

に 

2011年 
「未来の繁栄」への 
デジタルパス 

•市民・企業がデジタルサービス利用 

•新デジタルウェルフェア（教育・福祉

関連技術の普及､データ再利用） 
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国際ランキング 

デンマーク 日本 

国民幸福度（2019） ２位 ５８位 

IMD デジタル競争力（2018） ５位 ２２位 

UN 電子政府（2018） １位 １０位 

ITU 技術革新力（2017） ４位 １０位 

WEF 国際競争力（2018） １０位 ５位 
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デンマーク：成功の秘訣 

技術？  
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デンマーク：成功の秘訣 

技術？  
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デンマーク：成功の秘訣 

技術？  

利用  と  普及  
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デンマーク：成功の秘訣 

技術？  

利用  と  普及  でもどうやって？?? 
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デンマーク：成功の秘訣 
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１．Articulate objective 

２．Consensus building 

３．IT literacy improvement 

SuperCityを目指すためにやるべき３つのこととは？ 



- 14 - CopyrightⒸ2016 by ASATSU-DK Inc. ＆ Future Architect, Inc. - 14 - Copyright ©2019 by Future Architect, Inc. 

１．Articulate objective（明確な目標） 

２．Consensus building  

３．IT literacy improvement 

SuperCityを目指すためにやるべき３つのこととは？ 
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デンマーク：明瞭な目的 

課題  

解決の  
方向性  

① 

経済危機 

② 

高齢化 

組織改革と業務効率化を実現するデジタル化  

① 

捻出した予算を 
必要分野に 
再投資 

② 

少人数で 
行政サービス 
レベルを維持 

国としての 
危機感 
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デンマーク：①捻出した予算を必要分野に再投資 

 2011年 行政と国民の間のやり取りを電子的に行う「デジタルポスト」に移行 

 約3年間の猶予期間をおいて特別な理由がない限り、デジタルポストの利用を義務付け 

90％以上サービスは紙や窓口を使わずに実施 
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デンマーク： ②少人数で行政サービスレベルを維持 

 国、県、市（地方自治体）に当たる情報やサービスへの一元的窓口 

 市民一人ひとりのニーズに応じたオンライン・セルフサービス 

70％サービスは紙や窓口を使わずに実施 
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１．Articulate objective 

２．Consensus building（市民合意） 

３．IT literacy improvement 

SuperCityを目指すためにやるべき３つのこととは？ 
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デンマーク：参加型デザイン理論 

「参加型デザイン」とは 
 ユーザーがさまざまなステークホルダーとともに，技術開発や評価などのデザイン・プロセスに

能動的に関与することで，システムの仕様やデザインを決定するデザイン・アプローチ 

 ユーザーは“使い勝手”“使う”という立場の専門家ととらえられており，ユーザーの果たすべき

役割は大きい 

ペルソナの設定 イノベーションズ・キャンプ ユーザーパネル 

定量的・定性的なデータに基づき12

人の典型的な架空の人物像を描き，

そのペルソナ満足するデザインを導き出

す（ユーザー評価） 

市民ポータルの機能改善とユーザビリ

ティ工場を目指してIT業界を集めて

テーマに沿った機能の開発をチーム対

抗で実施する 

1200人を超える市民ボランティアが

Webのアクセス解析やコールセンターの

質問等を分析し、年3～4回の評価す

る。 
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１．Articulate objective 

２．Consensus building 

３．IT literacy improvement （ITリテラシー） 

SuperCityを目指すためにやるべき３つのこととは？ 
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デンマーク：様々なレベルで 

elITe 

ブラインドタッチの習得 

国語を重要視する教育を行わなければならないということで、デンマーク語の単語カードをひき、 

床の上にあるキーボードのレイアウトマットの上をジャンプすることでキーボードの一を覚える 

ITスペシャリスト集団結成 

学校でのIT関連でこまったことはなんでもサポートするメンバーとして、IT得意な立候補者をまとめて 

「elITe（エリート）」というグループを結成し、学生同士での解決を促す 

シニア層に向けて各地方自治体がスマートフォンのワークショップを開いたり、図書館が市民のための 

「情報ハブ」として定期的にコンピューター講習を提供している 

デジタルターザンプログラム 

エリートプログラム 

デジタルデバイドサポートプログラム 
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ハイブリッド人材の育成 

住田智子（Tomoko Sumida） 

       t.sumida.tf@future.co.jp 


